
2016

62,039

30,767

2017

65,282

31,743

2019

74,400
（見通し）

36,633

2018

69,869

33,640

通期 上期 通期 上期 通期 上期 通期 上期

2016

2,989

1,900

2017

3,732

1,888

2019

4,170
（見通し）

2,661

2018

4,061

2,225

2016

878
829

2017

1,550

533

2019

2,000
（見通し）

1,536

2018

1,487

489

2016

3,363

2,052

2017

3,897

1,902

2019

4,630
（見通し）

2,879

2018

4,321

2,471

6.7% 6.0%
7.3%

2017

34,176

16,508

2019

39,500
（見通し）

19,947

2018

37,296

18,553
通期
上期

2017

5,844

2,913

2019

7,250
（見通し）

4,306

2018

6,650

3,929

2017

14,459

6,643

2019

16,500
（見通し）

7,724

2019

△55
（見通し）

△147

2018

15,386

6,786

2017

462

△169

2018

4

△525

2017

6,885

3,452

2019

7,320
（見通し）

3,701

2019

350
（見通し）

△33
2018

7,318

3,486

2017

415

247

2018

335

2017

7,706

4,023

2019

8,200
（見通し）

3,597

2019

950
（見通し）

416
11.6%

2018

7,212

3,607
通期
上期

2017

988

616

2018

822

465

2017

2,380

1,240

2019

3,400
（見通し）

1,881

2019

△350
（見通し）

△108

2018

3,149

1,420

通期
上期2017

△145

△627

2018

△360

△111

営業利益率（上期）

営業
利益率
（上期）

通期
上期

通期
上期

営業
利益率
（上期）

営業
利益率
（上期）

（百万円） （百万円） （百万円）（百万円）

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

17.6%
21.2% 21.6%

7.2%

4.4%

15.3%
12.9%

153

売上高比率

10.0%

売上高比率

9.8%

売上高比率

5.1%

売上高比率

54.1%

売上高比率

21.0%

7.9%

外国人（161名）
29.7%
5,625,791株

証券会社（31名）
0.8%
151,467株

自己名義株式（1名）
0.9%
179,552株

個人・その他（5,010名）
18.7%

3,542,021株

政府・地方公共団体（0名）
0.0%　0株

金融機関（23名）
9.9%

1,874,400株

その他国内法人（46名）
39.9％

7,550,338株

CEO MESSAGE株主の皆様へ

2019年9月期 上期業績および通期見通し

会社概要事業別概況

株式の状況

株主メモ

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

営業利益

株主の皆様には、日頃より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

現在、医療・医薬品業界を取り巻く環境は大きく変化しております。超高齢化社会に突入し、保険医

療財政が逼迫する日本において、医療のあり方や健康に対する個人の価値観も変化しております。医

薬品産業につきましても、技術力や生産性の向上を通じて、国際競争力のある産業構造へ転換する

ことが求められています。

当社グループは、この事業環境の変化をとらえ、個々のヘルス・バリューに貢献することを目指し

て、2018年4月から「Healthcare Revolution」に向けた挑戦を開始しました。製薬企業を全面的に

支援するシミック独自の事業モデルPVC（Pharmaceutical Value Creator）の展開をヘルスケア

分野に拡大し、テクノロジーの活用による健康支援ビジネスの創出など、新たなビジネスの創出に取

り組んでおります。

今後も、グループ役職員一同、大きく変化する外部環境に迅速かつ柔軟に対応することで、更なる

飛躍を目指してまいりますので、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役
会長執行役員 CEO

中村 和男

商号

設立

資本金

（関連会社）

シミックホールディングス株式会社

1985年

3,087百万円

本社所在地

事業所

従業員数

〒105-0023  東京都港区芝浦1-1-1 浜松町ビルディング

名古屋支社　大阪支社　九州支社

6,467名（連結）（2019年3月31日現在）

シミック（株）
シミック・シフトゼロ（株）
シミックファーマサイエンス（株）
シミックキャリア（株）
シミックCMO（株）
シミックCMO西根（株）
CMIC, INC．
CMIC Korea Co., Ltd.

CMIC ASIA-PACIFIC, PTE. LTD.
CMIC ASIA PACIFIC （MALAYSIA）, SDN. BHD.
CMIC Asia-Pacific (Hong Kong) Limited
CMIC ASIA-PACIFIC (PHILIPPINES), INC.
CMIC ASIA PACIFIC （AUSTRALIA） PTY LTD
CMIC (Suzhou) Pharmaceutical Technology Co., Ltd.
CMIC DATA SCIENCE VIETNAM COMPANY LIMITED
CMIC VIETNAM COMPANY LIMITED
CMIC（Beijing）Pharmaceutical Services Co., Ltd.

CMIC（Beijing）Co., Ltd.
CMIC CMO Korea Co., Ltd.
CMIC CMO USA Corporation
シミック・アッシュフィールド（株）
サイトサポート・インスティテュート（株）
SSI-CP（株）
シミックヘルスケア（株）
（株）オーファンパシフィック

シミックJSRバイオロジックス（株）（株）マッキャン エムディエス

グループ会社
（連結子会社）

発行可能株式総数

発行済株式総数

株主数

46,000,000株

18,923,569株

5,272名

2019年3月31日現在

4,022,200

3,486,940

651,900

640,000

589,128

561,120

433,472

430,900

316,806

309,101

21.25

18.42

3.44

3.38

3.11

2.96

2.29

2.27

1.67

1.63

大株主

株主名 所有株数
（株）

持株比率
（％）

（注）発行済株式総数に対する持株比率は、小数点以下3位を四捨五入しております。

所有者別の構成比率（株式数比率）

株式会社アルテミス

株式会社キースジャパン

ＧＯＬＤＭＡＮ， ＳＡＣＨＳ ＆ ＣＯ．ＲＥＧ

THE BANK OF NEW YORK-JASDECTREATY 
ACCOUNT

シミックホールディングス従業員持株会

中村和男

ＰＥＲＳＨＩＮＧ－ＤＩＶ． ＯＦ ＤＬＪ ＳＥＣＳ． ＣＯＲＰ．

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505103

〒105-0023 東京都港区芝浦1-1-1 浜松町ビルディング
Tel 03-6779-8000
https://www.cmicgroup.com/

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
　　フリーダイヤル 0120-288-324（土、日、祝日を除く 9：00～17：00）

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
みずほ証券株式会社　本店および全国各支店
　プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）でもお取扱いいたします。
みずほ信託銀行株式会社　本店および全国各支店※
　※ トラストラウンジではお取り扱いできませんのでご注意ください。

電子公告（https://www.cmicgroup.com/）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をする
ことができない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

10月1日から翌年9月30日まで

9月30日（中間配当を行う場合は3月31日）

毎年12月

100株

東京都中央区八重洲一丁目2番1号　みずほ信託銀行株式会社

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

事業年度

剰余金の配当基準日

定時株主総会

単元株式数

株主名簿管理人

郵送物送付先

電話お問い合わせ先

公告方法

各種手続
お取扱い場所
（住所変更、株主配当金
受け取り方法の変更等）

証券コード：2309

医薬品開発支援、分析化学サービスや医療・製薬業界向けBPO・人材サービス
業績概況

売上高及び営業利益は、新規及び既存案件が
堅調に進捗したこと等により、前年同期を上回
りました。海外企業の日本市場参入や異業種
のヘルスケア市場参入支援、バイオ医薬品や
再生医療等製品など高度化する開発ニーズへ
の対応を促進しています。

製剤開発、治験薬・医薬品の受託製造
業績概況

足利工場に注射剤棟を立ち上げ、治験薬の生
産を開始しました。売上高は国内及び米国の
受託生産量が増加したこと等により、前年同期
を上回りました。注射剤棟の商用生産に向け
た費用発生等により営業損失を計上しました
が、生産量増加に伴い損失額は減少しました。

医薬品などの営業・マーケティング支援
業績概況

売上高は新規及び既存案件が堅調に進捗し、
前年同期を上回りました。MR※派遣業務の需
要が増加しており、人材採用等の先行的な費
用が発生したため営業損失を計上しました。

治験施設支援やヘルスケア情報サービス
業績概況

売上高は前年同期並を計上しましたが、
SMO※業務における受託試験の中止や一部
中断等の影響により、営業利益は前年同期
を下回りました。
※ SMO（Site Management Organization）治験施設支援機関：
臨床試験を実施する医療機関から委託を受けて医療
機関の治験業務を支援する企業・組織

※ MR（医薬情報担当者）：医療機関に対して医薬品の
効能や副作用などに関する情報の提供と収集にあた
るスタッフ

新たなビジネスソリューションを提案する事業
業績概況

売上高はオーファンドラッグの販売増加等に
より、前年同期を上回りました。研究開発費等
により営業損失を計上していますが、営業黒
字化に向けて新しいビジネスソリューション
提供による事業規模拡大に引き続き取り組
んでいます。

各事業の主要顧客

医療機関 製薬企業 医療機器
メーカー

バイオ
ベンチャー 患者 一般消費者 アカデミア

証券コード：2309  東証一部
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創薬 承認
申請

承認
取得 発売

再評価

製造

非臨床試験
臨床研究

工業化研究

臨床試験
製造販売後調査
安全性定期報告

販売

医療情報提供

治験届

分割イメージ

薬物を含む層

薬物を含まない層

2018年11月、持続的な成長と中長期的な企業価値向上のため、今期を初年度とし
た新しい中期計画を策定しましたので、ご報告させていただきます。

保険医療財政への影響から薬価制度の見直しが継続的に進められる中、製薬産業
の構造変化や、医療ニーズの多様化が進んでいます。また、異業種のヘルスケア分野
への参入も加速しています。
この事業環境の急速な変化に柔軟かつ迅速に対応し、持続的な成長を実現するた
めに、2019年9月期から2021年9月期までの3ヵ年を対象とする「中期計画（2019－
2021）」を策定し、①PVCモデルの加速、②グローバル化の促進、③ヘルスケアビジ
ネスの創出、の3つの重点課題を定めました。

CROのパイオニアとしてこれまで蓄積したシミックの強みをいかすとともに、製薬企
業のバリューチェーンを全面的に支援する独自の事業モデルPVC（Pharmaceutical 
Value Creator）をグループの持続的成長の基盤とし、人々の健康維持や健康増進
に広く貢献するヘルスケア分野のソリューションプロバイダーとしての飛躍を目指し
てまいります。引き続き皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

シミックの女性活躍推進などの多様な取組みが評価
され、日経WOMAN「女性が活躍する会社BEST100」
2019年版の総合ランキング28位にランクインしまし
た。昨年の総合51位から上昇し、また「管理職登用度」
部門では5位と過去最高の順位となりました。今後も、
女性の柔軟な働き方を支援するとともに、すべての社
員にとって働きやすい環境づくりに積極的に取り組んで
いきます。

「女性が活躍する会社BEST100」2019年版

総合28位、「管理職登用度」部門5位にランクイン！
Rare Disease Day「RDD」（世界希少・難治性疾患の日）は、より良い診断や治療によ
る希少・難治性疾患の患者さんの生活の質の向上を目指
す活動で、シミックは2017年から参加しています。今年
は、シミックの本社のある浜松町ビルディングに入居して
いる企業で働く皆さまにも理解を深めていただくために、
患者さんの生の声を聴くセミナーなど様々なイベントを
実施しました。シミックは今後も希少疾患に関する活動を
通じて、社会貢献活動に取り組んでいきます。

「RDD2019」に協賛しました

昨年に引き続き、経済産業省と日本健康会議
が共同で認定する「健康経営優良法人2019～
ホワイト500～」に認定されました。今後も疾病
予防や健康意識向上などの施策に継続的に取り
組み、社員の能力を最大限に発揮できる職場環
境づくりを進めていきます。

「健康経営優良法人ホワイト500」に認定

COOメッセージ

「中期計画（2019－2021）」スタート
中長期的な企業価値向上を目指して シミックの医薬品製剤開発・製造支援（CDMO）事業は、日本、アメリカ、韓国において

医薬品製造のトータルソリューションを提供しています。2019年6月、アステラス ファーマ 
テック株式会社から西根工場（岩手県八幡平市）を譲り受け、シミックCMO西根株式会
社として営業を開始しました。アステラスグループで培った高い品質管理能力と技術力
を継承する西根工場が既存の国内拠点に加わることにより、主力剤形である固形剤につ
いて、安定供給の確保とともに、柔軟な生産対応を図ることが可能となりました。国内外6
拠点の連携により、製造技術や製剤開発力を
さらに強化し、医薬品製造のプラットフォーム
を目指してPVCモデルの一層の強化を図って
いきます。

アステラス「西根工場」がシミックグループに仲間入り

代表取締役 社長執行役員 COO 

大石 圭子

① PVCモデルに加え、製造販売業の許認可を組み合わせた
IPMソリューションビジネスの加速

※PVC：Pharmaceutical Value Creator　医薬品の開発、製造や営業、マーケティングなど製薬企業のバリューチェーンすべてを支援できる、シミック独自の事業モデル。
※IPMソリューションビジネス：シミックグループが保有する製造販売業等の許認可（知的財産）とバリューチェーンを組み合わせた新たなビジネスソリューションを製薬企業
等へ提供する、シミック独自のビジネス。海外製薬企業の日本市場進出支援や、製薬企業のビジネスモデル変化に応じた戦略オプションの提供等を行っています。

2018年度実績

2021年度目標 成長率

売上高

営業利益

営業利益率

ROE

698億円
43億円
6.2％
6.5％

855億円
68億円
8.0％

12％以上

7.0%
16.6%

製薬企業のバリューチェーンを総合的に支援

顧客の多様なニーズに柔軟に対応できる総
合提案力の強化
先端医療など高い専門性が必要とされる分
野の人材育成と技術開発力の強化
すべてのバリューチェーンにおける生産性と
効率性の追求

② エリア競争力の強化とグローバル化の
促進
アジア・欧米市場における医薬品開発及び
製造分野の支援強化
人材の多様性を促進した組織力の強化

③ ヘルスケアビジネスの創出
産官学民との連携やテクノロジーの活用による人々の健康支援ビジネスの創出
オーファンドラッグ（希少疾病用医薬品）の提供等による疾患の予防から治療への貢献

2021年9月期の主要な連結業績目標

３つの重点課題

売上高

営業利益

営業利益率

ROE

20%
11%

2018年度 2021年度

2018年度 2021年度

80
日本

20
海外

93

7

会員登録をすることでヘルスケアに関するサービスを無料で受けることができるヘルスケアポータ
ルサイト「HelC＋（ヘルシー）」を開設しました。病院検索やお薬情報の収集、医師や看護師、薬剤師、管
理栄養士などの医療関係者による健康相談などのサービスがあります。国内のがん病院をデータ
ベース化し、様々な条件でがん病院を検索できるのも特徴です。

2019年3月、今後の医薬品産業における革新的な製造技術を持つ2社の米国企業との業務提携を行いました。医薬品を取り巻く環
境は目まぐるしく変化しており、医薬品製造の現場でも新しい技術や知識が日々変化しています。今回の業務提携により高度化、多様
化しているお客様のニーズにお応えし、更なるサービスの充実に努めていきます。

世界で初めて3Dプリンター医薬品の製品化に成功した米国
のアプリシア社と業務提携契約を締結しました。3Dプリンター
医薬品製造技術「ZipDose®」を用いることにより、これまで開
発が難しかった高用量の医薬品の設計・開発・製造が可能にな
ります。これにより、嚥下困難な患者さんやその介護者、医療関
係者のニーズを高い水準で満たせる可能性があります。今後、
日本国内の製薬企業に対してライセンス契約や製剤処方開発
など、総合的なコンサルティングや3Dプリンター医薬品開発
の提案や啓発活動を実施していきます。

医薬品の3Dプリンター製造技術 
── 米アプリシア社と業務提携

足利工場に新設した注射剤棟が2018年10月から稼働を開始しました。この注射剤棟は、高薬理
活性剤の最新設備を実装しており、高い専門性が求められる注射用抗がん剤およびバイオ医薬
品の製造が可能です。また、PIC/SやグローバルGMPといったグローバル基準にも対応してい
ます。注射剤棟の特徴や製造プロセスについては、紹介動画をご覧ください。

新注射剤棟 稼働開始

会員登録はこちらから
https://www.health.ne.jp/

http://rddjapan.info/2019/officials/hamamatsu-cho-bldg/
浜松町ビルディングでの開催レポートはこちら

紹介動画を公開しています https://youtu.be/rcpEKnMTrIMYou Tube

「harmo」は、患者が専用カードやス
マホアプリによって自分や家族の服薬
情報を一元的に管理でき、患者の情
報を医療関係者に共有することがで
きる日本最大級のパーソナル・ヘル
ス・レコード型の医療情報連携システムです。シミックの医薬事
業のノウハウと「harmo」を掛け合わせることで、服薬のフォ
ローなど患者サポートを強化していきます。

ソニーの電子お薬手帳「harmo」事業を譲り受けました

米国のアキュブレイク社と日本国内における独占的な代理
店として業務提携契約を締結しました。アキュブレイク社がも
つ錠剤分割技術とは、薬物層のみに割線を付与することで錠
剤を正確かつ容易に分割することができるものです。本技術を
応用することで、個々の患者さんで投与量が大きく異なる医薬
品や、用量調整が頻繁に必要な小児・高齢者用製剤の開発な
ど、従来では難しかった複数の割線を付与した錠剤や配合剤の
設計・製造も可能になります。

錠剤分割技術
── 米アキュブレイク社と独占的業務提携

自己採取HPV検査「SelCheck　子宮頸
がん」サービスを開始し全国の薬局で販売
を始めました。自身で検体を採取・郵送する
ことで検査結果を受けられるサービスで、
子宮頸がん検診の受診率向上と早期発見
への貢献を目指します。今後「SelCheck」
を自己検査キットシリーズとして展開し、
様々な疾患や兆候の早期発見や重症化予
防に貢献していきます。

自己検査サービス「SelCheck」を開始

アジア・オセアニア地域における医薬
品開発支援（CRO）事業の強化を目的
に、オーストラリア現地法人「CMIC 
ASIA-PACIFIC (AUSTRALIA) PTY LTD」
を設立しました。これによりシミックの海
外拠点は北米・アジア・オセアニア15カ
所となりました。オーストラリアは、多様
な人種を対象とした臨床試験を行いや
すい環境があり、世界各国の製薬企業・
バイオベンチャーなどの臨床試験が活
発に行われています。引き続き、顧客の
開発ニーズに応じた拠点展開を進めて
いきます。

オーストラリア現地法人を設立

薬物層のみに割線を付与する独自技術で、
錠剤を正確かつ容易に分割できます

アキュブレイク錠の特徴

1位 花王グループ（78.8）
2位 りそなホールディングス（75.3）
3位 日本アイ・ビー・エム（75.3）
4位 髙島屋（75.1）
5位 住友生命保険（74.9）

28位 シミックホールディングス（70.1）

日経BP社「日経WOMAN」 2019年6月号より ※（）内はスコア

中期計画達成に向けた取組み 今期の取組み

女性が活躍する会社BEST100
総合ランキング

1位 日本アイ・ビー・エム（80.6）
2位 ファイザー（76.9）
3位 髙島屋（76.6）
4位 花王グループ（75.7）
5位 シミックホールディングス（75.6）

管理職登用度

2年連続

海外

日本

20%

PVC案件
売上高比率
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20%

海外売上高
比率
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3Dプリンター技術による医薬品製造工程

ヘルスケアポータルサイト「HelC＋（ヘルシー）」をオープン

ヘルスケア事業の新サービス 

医薬品製剤開発・製造支援（CDMO）事業の新たな取組み

TOPICS

シミックの つの強み3
1

2

3

独自の事業モデルPVC
（Pharmaceutical Value Creator）を
活かした総合的なソリューション提供

国内外の製薬企業、バイオベンチャー、
新規製薬業界参入企業など多様な顧客基盤

幅広い疾患領域や先端領域をカバー

利用実績：約1万の薬局で約33万人が利用（2019年3月現在）

面積： 345,563㎡
従業員数： 約190名
生産剤形： 錠剤・カプセル剤

シミックCMO西根株式会社

定量目標

※成長率は2018年9月期を起点とする。
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た新しい中期計画を策定しましたので、ご報告させていただきます。

保険医療財政への影響から薬価制度の見直しが継続的に進められる中、製薬産業
の構造変化や、医療ニーズの多様化が進んでいます。また、異業種のヘルスケア分野
への参入も加速しています。
この事業環境の急速な変化に柔軟かつ迅速に対応し、持続的な成長を実現するた
めに、2019年9月期から2021年9月期までの3ヵ年を対象とする「中期計画（2019－
2021）」を策定し、①PVCモデルの加速、②グローバル化の促進、③ヘルスケアビジ
ネスの創出、の3つの重点課題を定めました。

CROのパイオニアとしてこれまで蓄積したシミックの強みをいかすとともに、製薬企
業のバリューチェーンを全面的に支援する独自の事業モデルPVC（Pharmaceutical 
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に広く貢献するヘルスケア分野のソリューションプロバイダーとしての飛躍を目指し
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され、日経WOMAN「女性が活躍する会社BEST100」
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女性の柔軟な働き方を支援するとともに、すべての社
員にとって働きやすい環境づくりに積極的に取り組んで
いきます。

「女性が活躍する会社BEST100」2019年版

総合28位、「管理職登用度」部門5位にランクイン！
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従業員数： 約190名
生産剤形： 錠剤・カプセル剤

シミックCMO西根株式会社

定量目標

※成長率は2018年9月期を起点とする。
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2018年11月、持続的な成長と中長期的な企業価値向上のため、今期を初年度とし
た新しい中期計画を策定しましたので、ご報告させていただきます。

保険医療財政への影響から薬価制度の見直しが継続的に進められる中、製薬産業
の構造変化や、医療ニーズの多様化が進んでいます。また、異業種のヘルスケア分野
への参入も加速しています。
この事業環境の急速な変化に柔軟かつ迅速に対応し、持続的な成長を実現するた
めに、2019年9月期から2021年9月期までの3ヵ年を対象とする「中期計画（2019－
2021）」を策定し、①PVCモデルの加速、②グローバル化の促進、③ヘルスケアビジ
ネスの創出、の3つの重点課題を定めました。

CROのパイオニアとしてこれまで蓄積したシミックの強みをいかすとともに、製薬企
業のバリューチェーンを全面的に支援する独自の事業モデルPVC（Pharmaceutical 
Value Creator）をグループの持続的成長の基盤とし、人々の健康維持や健康増進
に広く貢献するヘルスケア分野のソリューションプロバイダーとしての飛躍を目指し
てまいります。引き続き皆様のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

シミックの女性活躍推進などの多様な取組みが評価
され、日経WOMAN「女性が活躍する会社BEST100」
2019年版の総合ランキング28位にランクインしまし
た。昨年の総合51位から上昇し、また「管理職登用度」
部門では5位と過去最高の順位となりました。今後も、
女性の柔軟な働き方を支援するとともに、すべての社
員にとって働きやすい環境づくりに積極的に取り組んで
いきます。

「女性が活躍する会社BEST100」2019年版

総合28位、「管理職登用度」部門5位にランクイン！
Rare Disease Day「RDD」（世界希少・難治性疾患の日）は、より良い診断や治療によ
る希少・難治性疾患の患者さんの生活の質の向上を目指
す活動で、シミックは2017年から参加しています。今年
は、シミックの本社のある浜松町ビルディングに入居して
いる企業で働く皆さまにも理解を深めていただくために、
患者さんの生の声を聴くセミナーなど様々なイベントを
実施しました。シミックは今後も希少疾患に関する活動を
通じて、社会貢献活動に取り組んでいきます。

「RDD2019」に協賛しました

昨年に引き続き、経済産業省と日本健康会議
が共同で認定する「健康経営優良法人2019～
ホワイト500～」に認定されました。今後も疾病
予防や健康意識向上などの施策に継続的に取り
組み、社員の能力を最大限に発揮できる職場環
境づくりを進めていきます。

「健康経営優良法人ホワイト500」に認定

COOメッセージ

「中期計画（2019－2021）」スタート
中長期的な企業価値向上を目指して シミックの医薬品製剤開発・製造支援（CDMO）事業は、日本、アメリカ、韓国において

医薬品製造のトータルソリューションを提供しています。2019年6月、アステラス ファーマ 
テック株式会社から西根工場（岩手県八幡平市）を譲り受け、シミックCMO西根株式会
社として営業を開始しました。アステラスグループで培った高い品質管理能力と技術力
を継承する西根工場が既存の国内拠点に加わることにより、主力剤形である固形剤につ
いて、安定供給の確保とともに、柔軟な生産対応を図ることが可能となりました。国内外6
拠点の連携により、製造技術や製剤開発力を
さらに強化し、医薬品製造のプラットフォーム
を目指してPVCモデルの一層の強化を図って
いきます。

アステラス「西根工場」がシミックグループに仲間入り

代表取締役 社長執行役員 COO 

大石 圭子

① PVCモデルに加え、製造販売業の許認可を組み合わせた
IPMソリューションビジネスの加速

※PVC：Pharmaceutical Value Creator　医薬品の開発、製造や営業、マーケティングなど製薬企業のバリューチェーンすべてを支援できる、シミック独自の事業モデル。
※IPMソリューションビジネス：シミックグループが保有する製造販売業等の許認可（知的財産）とバリューチェーンを組み合わせた新たなビジネスソリューションを製薬企業
等へ提供する、シミック独自のビジネス。海外製薬企業の日本市場進出支援や、製薬企業のビジネスモデル変化に応じた戦略オプションの提供等を行っています。

2018年度実績

2021年度目標 成長率

売上高

営業利益

営業利益率

ROE

698億円
43億円
6.2％
6.5％

855億円
68億円
8.0％

12％以上

7.0%
16.6%

製薬企業のバリューチェーンを総合的に支援

顧客の多様なニーズに柔軟に対応できる総
合提案力の強化
先端医療など高い専門性が必要とされる分
野の人材育成と技術開発力の強化
すべてのバリューチェーンにおける生産性と
効率性の追求

② エリア競争力の強化とグローバル化の
促進
アジア・欧米市場における医薬品開発及び
製造分野の支援強化
人材の多様性を促進した組織力の強化

③ ヘルスケアビジネスの創出
産官学民との連携やテクノロジーの活用による人々の健康支援ビジネスの創出
オーファンドラッグ（希少疾病用医薬品）の提供等による疾患の予防から治療への貢献

2021年9月期の主要な連結業績目標

３つの重点課題

売上高

営業利益

営業利益率

ROE

20%
11%

2018年度 2021年度

2018年度 2021年度

80
日本

20
海外

93

7

会員登録をすることでヘルスケアに関するサービスを無料で受けることができるヘルスケアポータ
ルサイト「HelC＋（ヘルシー）」を開設しました。病院検索やお薬情報の収集、医師や看護師、薬剤師、管
理栄養士などの医療関係者による健康相談などのサービスがあります。国内のがん病院をデータ
ベース化し、様々な条件でがん病院を検索できるのも特徴です。

2019年3月、今後の医薬品産業における革新的な製造技術を持つ2社の米国企業との業務提携を行いました。医薬品を取り巻く環
境は目まぐるしく変化しており、医薬品製造の現場でも新しい技術や知識が日々変化しています。今回の業務提携により高度化、多様
化しているお客様のニーズにお応えし、更なるサービスの充実に努めていきます。

世界で初めて3Dプリンター医薬品の製品化に成功した米国
のアプリシア社と業務提携契約を締結しました。3Dプリンター
医薬品製造技術「ZipDose®」を用いることにより、これまで開
発が難しかった高用量の医薬品の設計・開発・製造が可能にな
ります。これにより、嚥下困難な患者さんやその介護者、医療関
係者のニーズを高い水準で満たせる可能性があります。今後、
日本国内の製薬企業に対してライセンス契約や製剤処方開発
など、総合的なコンサルティングや3Dプリンター医薬品開発
の提案や啓発活動を実施していきます。

医薬品の3Dプリンター製造技術 
── 米アプリシア社と業務提携

足利工場に新設した注射剤棟が2018年10月から稼働を開始しました。この注射剤棟は、高薬理
活性剤の最新設備を実装しており、高い専門性が求められる注射用抗がん剤およびバイオ医薬
品の製造が可能です。また、PIC/SやグローバルGMPといったグローバル基準にも対応してい
ます。注射剤棟の特徴や製造プロセスについては、紹介動画をご覧ください。

新注射剤棟 稼働開始

会員登録はこちらから
https://www.health.ne.jp/

http://rddjapan.info/2019/officials/hamamatsu-cho-bldg/
浜松町ビルディングでの開催レポートはこちら

紹介動画を公開しています https://youtu.be/rcpEKnMTrIMYou Tube

「harmo」は、患者が専用カードやス
マホアプリによって自分や家族の服薬
情報を一元的に管理でき、患者の情
報を医療関係者に共有することがで
きる日本最大級のパーソナル・ヘル
ス・レコード型の医療情報連携システムです。シミックの医薬事
業のノウハウと「harmo」を掛け合わせることで、服薬のフォ
ローなど患者サポートを強化していきます。

ソニーの電子お薬手帳「harmo」事業を譲り受けました

米国のアキュブレイク社と日本国内における独占的な代理
店として業務提携契約を締結しました。アキュブレイク社がも
つ錠剤分割技術とは、薬物層のみに割線を付与することで錠
剤を正確かつ容易に分割することができるものです。本技術を
応用することで、個々の患者さんで投与量が大きく異なる医薬
品や、用量調整が頻繁に必要な小児・高齢者用製剤の開発な
ど、従来では難しかった複数の割線を付与した錠剤や配合剤の
設計・製造も可能になります。

錠剤分割技術
── 米アキュブレイク社と独占的業務提携

自己採取HPV検査「SelCheck　子宮頸
がん」サービスを開始し全国の薬局で販売
を始めました。自身で検体を採取・郵送する
ことで検査結果を受けられるサービスで、
子宮頸がん検診の受診率向上と早期発見
への貢献を目指します。今後「SelCheck」
を自己検査キットシリーズとして展開し、
様々な疾患や兆候の早期発見や重症化予
防に貢献していきます。

自己検査サービス「SelCheck」を開始

アジア・オセアニア地域における医薬
品開発支援（CRO）事業の強化を目的
に、オーストラリア現地法人「CMIC 
ASIA-PACIFIC (AUSTRALIA) PTY LTD」
を設立しました。これによりシミックの海
外拠点は北米・アジア・オセアニア15カ
所となりました。オーストラリアは、多様
な人種を対象とした臨床試験を行いや
すい環境があり、世界各国の製薬企業・
バイオベンチャーなどの臨床試験が活
発に行われています。引き続き、顧客の
開発ニーズに応じた拠点展開を進めて
いきます。

オーストラリア現地法人を設立

薬物層のみに割線を付与する独自技術で、
錠剤を正確かつ容易に分割できます

アキュブレイク錠の特徴

1位 花王グループ（78.8）
2位 りそなホールディングス（75.3）
3位 日本アイ・ビー・エム（75.3）
4位 髙島屋（75.1）
5位 住友生命保険（74.9）

28位 シミックホールディングス（70.1）

日経BP社「日経WOMAN」 2019年6月号より ※（）内はスコア

中期計画達成に向けた取組み 今期の取組み

女性が活躍する会社BEST100
総合ランキング

1位 日本アイ・ビー・エム（80.6）
2位 ファイザー（76.9）
3位 髙島屋（76.6）
4位 花王グループ（75.7）
5位 シミックホールディングス（75.6）

管理職登用度

2年連続

海外

日本

20%

PVC案件
売上高比率
目標

20%

海外売上高
比率
目標

3Dプリンター技術による医薬品製造工程

ヘルスケアポータルサイト「HelC＋（ヘルシー）」をオープン

ヘルスケア事業の新サービス 

医薬品製剤開発・製造支援（CDMO）事業の新たな取組み

TOPICS

シミックの つの強み3
1

2

3

独自の事業モデルPVC
（Pharmaceutical Value Creator）を
活かした総合的なソリューション提供

国内外の製薬企業、バイオベンチャー、
新規製薬業界参入企業など多様な顧客基盤

幅広い疾患領域や先端領域をカバー

利用実績：約1万の薬局で約33万人が利用（2019年3月現在）

面積： 345,563㎡
従業員数： 約190名
生産剤形： 錠剤・カプセル剤

シミックCMO西根株式会社

定量目標

※成長率は2018年9月期を起点とする。
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5.1%
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売上高比率

21.0%

7.9%

外国人（161名）
29.7%
5,625,791株

証券会社（31名）
0.8%
151,467株

自己名義株式（1名）
0.9%
179,552株

個人・その他（5,010名）
18.7%

3,542,021株

政府・地方公共団体（0名）
0.0%　0株

金融機関（23名）
9.9%

1,874,400株

その他国内法人（46名）
39.9％

7,550,338株

CEO MESSAGE株主の皆様へ

2019年9月期 上期業績および通期見通し

会社概要事業別概況

株式の状況

株主メモ

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

営業利益

株主の皆様には、日頃より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

現在、医療・医薬品業界を取り巻く環境は大きく変化しております。超高齢化社会に突入し、保険医

療財政が逼迫する日本において、医療のあり方や健康に対する個人の価値観も変化しております。医

薬品産業につきましても、技術力や生産性の向上を通じて、国際競争力のある産業構造へ転換する

ことが求められています。

当社グループは、この事業環境の変化をとらえ、個々のヘルス・バリューに貢献することを目指し

て、2018年4月から「Healthcare Revolution」に向けた挑戦を開始しました。製薬企業を全面的に

支援するシミック独自の事業モデルPVC（Pharmaceutical Value Creator）の展開をヘルスケア

分野に拡大し、テクノロジーの活用による健康支援ビジネスの創出など、新たなビジネスの創出に取

り組んでおります。

今後も、グループ役職員一同、大きく変化する外部環境に迅速かつ柔軟に対応することで、更なる

飛躍を目指してまいりますので、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役
会長執行役員 CEO

中村 和男

商号

設立

資本金

（関連会社）

シミックホールディングス株式会社

1985年

3,087百万円

本社所在地

事業所

従業員数

〒105-0023  東京都港区芝浦1-1-1 浜松町ビルディング

名古屋支社　大阪支社　九州支社

6,467名（連結）（2019年3月31日現在）

シミック（株）
シミック・シフトゼロ（株）
シミックファーマサイエンス（株）
シミックキャリア（株）
シミックCMO（株）
シミックCMO西根（株）
CMIC, INC．
CMIC Korea Co., Ltd.

CMIC ASIA-PACIFIC, PTE. LTD.
CMIC ASIA PACIFIC （MALAYSIA）, SDN. BHD.
CMIC Asia-Pacific (Hong Kong) Limited
CMIC ASIA-PACIFIC (PHILIPPINES), INC.
CMIC ASIA PACIFIC （AUSTRALIA） PTY LTD
CMIC (Suzhou) Pharmaceutical Technology Co., Ltd.
CMIC DATA SCIENCE VIETNAM COMPANY LIMITED
CMIC VIETNAM COMPANY LIMITED
CMIC（Beijing）Pharmaceutical Services Co., Ltd.

CMIC（Beijing）Co., Ltd.
CMIC CMO Korea Co., Ltd.
CMIC CMO USA Corporation
シミック・アッシュフィールド（株）
サイトサポート・インスティテュート（株）
SSI-CP（株）
シミックヘルスケア（株）
（株）オーファンパシフィック

シミックJSRバイオロジックス（株）（株）マッキャン エムディエス

グループ会社
（連結子会社）

発行可能株式総数

発行済株式総数

株主数

46,000,000株

18,923,569株

5,272名

2019年3月31日現在

4,022,200

3,486,940

651,900

640,000

589,128

561,120

433,472

430,900

316,806

309,101

21.25

18.42

3.44

3.38

3.11

2.96

2.29

2.27

1.67

1.63

大株主

株主名 所有株数
（株）

持株比率
（％）

（注）発行済株式総数に対する持株比率は、小数点以下3位を四捨五入しております。

所有者別の構成比率（株式数比率）

株式会社アルテミス

株式会社キースジャパン
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日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505103

〒105-0023 東京都港区芝浦1-1-1 浜松町ビルディング
Tel 03-6779-8000
https://www.cmicgroup.com/

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
　　フリーダイヤル 0120-288-324（土、日、祝日を除く 9：00～17：00）

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
みずほ証券株式会社　本店および全国各支店
　プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）でもお取扱いいたします。
みずほ信託銀行株式会社　本店および全国各支店※
　※ トラストラウンジではお取り扱いできませんのでご注意ください。

電子公告（https://www.cmicgroup.com/）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をする
ことができない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

10月1日から翌年9月30日まで

9月30日（中間配当を行う場合は3月31日）

毎年12月

100株

東京都中央区八重洲一丁目2番1号　みずほ信託銀行株式会社

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

事業年度

剰余金の配当基準日

定時株主総会

単元株式数

株主名簿管理人

郵送物送付先

電話お問い合わせ先

公告方法

各種手続
お取扱い場所
（住所変更、株主配当金
受け取り方法の変更等）

証券コード：2309

医薬品開発支援、分析化学サービスや医療・製薬業界向けBPO・人材サービス
業績概況

売上高及び営業利益は、新規及び既存案件が
堅調に進捗したこと等により、前年同期を上回
りました。海外企業の日本市場参入や異業種
のヘルスケア市場参入支援、バイオ医薬品や
再生医療等製品など高度化する開発ニーズへ
の対応を促進しています。

製剤開発、治験薬・医薬品の受託製造
業績概況

足利工場に注射剤棟を立ち上げ、治験薬の生
産を開始しました。売上高は国内及び米国の
受託生産量が増加したこと等により、前年同期
を上回りました。注射剤棟の商用生産に向け
た費用発生等により営業損失を計上しました
が、生産量増加に伴い損失額は減少しました。

医薬品などの営業・マーケティング支援
業績概況

売上高は新規及び既存案件が堅調に進捗し、
前年同期を上回りました。MR※派遣業務の需
要が増加しており、人材採用等の先行的な費
用が発生したため営業損失を計上しました。

治験施設支援やヘルスケア情報サービス
業績概況

売上高は前年同期並を計上しましたが、
SMO※業務における受託試験の中止や一部
中断等の影響により、営業利益は前年同期
を下回りました。
※ SMO（Site Management Organization）治験施設支援機関：
臨床試験を実施する医療機関から委託を受けて医療
機関の治験業務を支援する企業・組織

※ MR（医薬情報担当者）：医療機関に対して医薬品の
効能や副作用などに関する情報の提供と収集にあた
るスタッフ

新たなビジネスソリューションを提案する事業
業績概況

売上高はオーファンドラッグの販売増加等に
より、前年同期を上回りました。研究開発費等
により営業損失を計上していますが、営業黒
字化に向けて新しいビジネスソリューション
提供による事業規模拡大に引き続き取り組
んでいます。

各事業の主要顧客

医療機関 製薬企業 医療機器
メーカー

バイオ
ベンチャー 患者 一般消費者 アカデミア

証券コード：2309  東証一部
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2016

62,039

30,767

2017

65,282

31,743

2019

74,400
（見通し）

36,633

2018

69,869

33,640

通期 上期 通期 上期 通期 上期 通期 上期

2016

2,989

1,900

2017

3,732

1,888

2019

4,170
（見通し）

2,661

2018

4,061

2,225

2016

878
829

2017

1,550

533

2019

2,000
（見通し）

1,536

2018

1,487

489

2016

3,363

2,052

2017

3,897

1,902

2019

4,630
（見通し）

2,879

2018

4,321

2,471

6.7% 6.0%
7.3%

2017

34,176

16,508

2019

39,500
（見通し）

19,947

2018

37,296

18,553
通期
上期

2017

5,844

2,913

2019

7,250
（見通し）

4,306

2018

6,650

3,929

2017

14,459

6,643

2019

16,500
（見通し）

7,724

2019

△55
（見通し）

△147

2018

15,386

6,786

2017

462

△169

2018

4

△525

2017

6,885

3,452

2019

7,320
（見通し）

3,701

2019

350
（見通し）

△33
2018

7,318

3,486

2017

415

247

2018

335

2017

7,706

4,023

2019

8,200
（見通し）

3,597

2019

950
（見通し）

416
11.6%

2018

7,212

3,607
通期
上期

2017

988

616

2018

822

465

2017

2,380

1,240

2019

3,400
（見通し）

1,881

2019

△350
（見通し）

△108

2018

3,149

1,420

通期
上期2017

△145

△627

2018

△360

△111

営業利益率（上期）

営業
利益率
（上期）

通期
上期

通期
上期

営業
利益率
（上期）

営業
利益率
（上期）

（百万円） （百万円） （百万円）（百万円）

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

（百万円）売上高 （百万円）営業利益

17.6%
21.2% 21.6%

7.2%

4.4%

15.3%
12.9%

153

売上高比率

10.0%

売上高比率

9.8%

売上高比率

5.1%

売上高比率

54.1%

売上高比率

21.0%

7.9%

外国人（161名）
29.7%
5,625,791株

証券会社（31名）
0.8%
151,467株

自己名義株式（1名）
0.9%
179,552株

個人・その他（5,010名）
18.7%

3,542,021株

政府・地方公共団体（0名）
0.0%　0株

金融機関（23名）
9.9%

1,874,400株

その他国内法人（46名）
39.9％

7,550,338株

CEO MESSAGE株主の皆様へ

2019年9月期 上期業績および通期見通し

会社概要事業別概況

株式の状況

株主メモ

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

営業利益

株主の皆様には、日頃より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

現在、医療・医薬品業界を取り巻く環境は大きく変化しております。超高齢化社会に突入し、保険医

療財政が逼迫する日本において、医療のあり方や健康に対する個人の価値観も変化しております。医

薬品産業につきましても、技術力や生産性の向上を通じて、国際競争力のある産業構造へ転換する

ことが求められています。

当社グループは、この事業環境の変化をとらえ、個々のヘルス・バリューに貢献することを目指し

て、2018年4月から「Healthcare Revolution」に向けた挑戦を開始しました。製薬企業を全面的に

支援するシミック独自の事業モデルPVC（Pharmaceutical Value Creator）の展開をヘルスケア

分野に拡大し、テクノロジーの活用による健康支援ビジネスの創出など、新たなビジネスの創出に取

り組んでおります。

今後も、グループ役職員一同、大きく変化する外部環境に迅速かつ柔軟に対応することで、更なる

飛躍を目指してまいりますので、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役
会長執行役員 CEO

中村 和男

商号

設立

資本金

（関連会社）

シミックホールディングス株式会社

1985年

3,087百万円

本社所在地

事業所

従業員数

〒105-0023  東京都港区芝浦1-1-1 浜松町ビルディング

名古屋支社　大阪支社　九州支社

6,467名（連結）（2019年3月31日現在）

シミック（株）
シミック・シフトゼロ（株）
シミックファーマサイエンス（株）
シミックキャリア（株）
シミックCMO（株）
シミックCMO西根（株）
CMIC, INC．
CMIC Korea Co., Ltd.

CMIC ASIA-PACIFIC, PTE. LTD.
CMIC ASIA PACIFIC （MALAYSIA）, SDN. BHD.
CMIC Asia-Pacific (Hong Kong) Limited
CMIC ASIA-PACIFIC (PHILIPPINES), INC.
CMIC ASIA PACIFIC （AUSTRALIA） PTY LTD
CMIC (Suzhou) Pharmaceutical Technology Co., Ltd.
CMIC DATA SCIENCE VIETNAM COMPANY LIMITED
CMIC VIETNAM COMPANY LIMITED
CMIC（Beijing）Pharmaceutical Services Co., Ltd.

CMIC（Beijing）Co., Ltd.
CMIC CMO Korea Co., Ltd.
CMIC CMO USA Corporation
シミック・アッシュフィールド（株）
サイトサポート・インスティテュート（株）
SSI-CP（株）
シミックヘルスケア（株）
（株）オーファンパシフィック

シミックJSRバイオロジックス（株）（株）マッキャン エムディエス

グループ会社
（連結子会社）

発行可能株式総数

発行済株式総数

株主数

46,000,000株

18,923,569株

5,272名

2019年3月31日現在

4,022,200

3,486,940

651,900

640,000

589,128

561,120

433,472

430,900

316,806

309,101

21.25

18.42

3.44

3.38

3.11

2.96

2.29

2.27

1.67

1.63

大株主

株主名 所有株数
（株）

持株比率
（％）

（注）発行済株式総数に対する持株比率は、小数点以下3位を四捨五入しております。

所有者別の構成比率（株式数比率）

株式会社アルテミス

株式会社キースジャパン
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日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505103

〒105-0023 東京都港区芝浦1-1-1 浜松町ビルディング
Tel 03-6779-8000
https://www.cmicgroup.com/

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
　　フリーダイヤル 0120-288-324（土、日、祝日を除く 9：00～17：00）

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
みずほ証券株式会社　本店および全国各支店
　プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）でもお取扱いいたします。
みずほ信託銀行株式会社　本店および全国各支店※
　※ トラストラウンジではお取り扱いできませんのでご注意ください。

電子公告（https://www.cmicgroup.com/）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をする
ことができない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

10月1日から翌年9月30日まで

9月30日（中間配当を行う場合は3月31日）

毎年12月

100株

東京都中央区八重洲一丁目2番1号　みずほ信託銀行株式会社

証券会社等に口座をお持ちの場合： お取引の証券会社等
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）：
〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

事業年度

剰余金の配当基準日

定時株主総会

単元株式数

株主名簿管理人

郵送物送付先

電話お問い合わせ先

公告方法

各種手続
お取扱い場所
（住所変更、株主配当金
受け取り方法の変更等）

証券コード：2309

医薬品開発支援、分析化学サービスや医療・製薬業界向けBPO・人材サービス
業績概況

売上高及び営業利益は、新規及び既存案件が
堅調に進捗したこと等により、前年同期を上回
りました。海外企業の日本市場参入や異業種
のヘルスケア市場参入支援、バイオ医薬品や
再生医療等製品など高度化する開発ニーズへ
の対応を促進しています。

製剤開発、治験薬・医薬品の受託製造
業績概況

足利工場に注射剤棟を立ち上げ、治験薬の生
産を開始しました。売上高は国内及び米国の
受託生産量が増加したこと等により、前年同期
を上回りました。注射剤棟の商用生産に向け
た費用発生等により営業損失を計上しました
が、生産量増加に伴い損失額は減少しました。

医薬品などの営業・マーケティング支援
業績概況

売上高は新規及び既存案件が堅調に進捗し、
前年同期を上回りました。MR※派遣業務の需
要が増加しており、人材採用等の先行的な費
用が発生したため営業損失を計上しました。

治験施設支援やヘルスケア情報サービス
業績概況

売上高は前年同期並を計上しましたが、
SMO※業務における受託試験の中止や一部
中断等の影響により、営業利益は前年同期
を下回りました。
※ SMO（Site Management Organization）治験施設支援機関：
臨床試験を実施する医療機関から委託を受けて医療
機関の治験業務を支援する企業・組織

※ MR（医薬情報担当者）：医療機関に対して医薬品の
効能や副作用などに関する情報の提供と収集にあた
るスタッフ

新たなビジネスソリューションを提案する事業
業績概況

売上高はオーファンドラッグの販売増加等に
より、前年同期を上回りました。研究開発費等
により営業損失を計上していますが、営業黒
字化に向けて新しいビジネスソリューション
提供による事業規模拡大に引き続き取り組
んでいます。

各事業の主要顧客

医療機関 製薬企業 医療機器
メーカー

バイオ
ベンチャー 患者 一般消費者 アカデミア

証券コード：2309  東証一部
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